
 
 

第 69 回神奈川アイスホッケー選手権                       2021.11.14 

コロナ対策追加要項 

 新型コロナウィルス感染の危険性がまだ排除できない中、各チーム、選手、会場であるリンクの協力のもとに

神奈川選手権が開催できることになりました。日常生活は少し落ち着きをとりもどしてはいますが、スポーツ競

技を行うことはやはり大きなリスクをともないます。特に日常生活では必須となったマスク着用とソーシャルデ

ィスタンスはアイスホッケーの競技の性格上、確保することができません。このリスクを承知の上で大会参加を

お願いいたします。一番大切なことは『大会にコロナを持ち込まない』ことです。大会が途中で中止となったり、

参加できなくなるチームがでないよう全チーム全選手が真剣にコロナ対策に協力していきましょう。 

 

 宣言 

1) 全選手はじめ大会にかかわる者は責任をもって体調管理し、少しでも体調に不安のある場合、 

濃厚接触の疑いのある場合は来場を控える。 “ 大会にコロナを持ち込まない ” 

2) 感染リスクを承知の上でチーム及び個人の責任において大会に参加する。 

不慮により大会にからみ感染の疑いが生じても、大会開催の可否、連盟、チーム、個人に対して 

責任を追及しない。  “ 自己責任 ” 

 

基本方針 

  感染防止にかかわる最低限のローカルルールをここに定めます。  

ここに明記されていなくても社会通念上の対策はお守りください。 

  また、会場(リンク)のルールが優先されます。 

   

 試合前 

 ・全参加者が既定の体調・体温管理表フォーマットに入力し体調管理を徹底する。 (各自データ保管) 

 ・リンク建物内で集合してのミーティングの禁止。 ← メール等で事前にすましておくこと。 

 ・リンク建物内でのマスク着用の徹底。 (不織布マスクに限る)  

マスクをはずしていいのは試合中における選手のみ。 

 ・観客     無観客とします。  チームとしての動画撮影担当等はメンバー表の役員に加えてください。 

 ・会場への入退場    → リンクのルールにしたがってください。 

・更衣場所の指定    → リンクのルールにしたがってください。 

横浜銀行アイスアリーナの F 区分(22:30～)はギャラリーとロッカールームが指定です。 

ホームチーム  ～ 貸し靴前ギャラリー 

ビジターチーム ～ コインロッカールーム  とします。 

 ・横浜銀行アイスアリーナ団体利用簿及び感染チェックシート 

正面玄関でピックアップし、リンクパトロールに提出してください。 

      対戦チームそれぞれ 1 枚提出願います。 

     スーパーバイザー、レフェリー、及びオフィシャルはスーパーバイザーがまとめて 1 枚提出。 

・試合メンバー表   試合に参加予定の選手、役員のみ記入ください。 

 その日リンクにいたかどうかを後日確認しやすくするためです。 

 



 
 

試合中 

・ 唾吐きの厳禁    試合中に限らずリンク建物内での全面的禁止。 

・ 咳エチケットをお守りください。 

・ 握手等の禁止    レフェリーとも不要です。 

・ 試合前、試合後の整列は通常どおり行う 

  本部席、相手チームへの全員での挨拶は不要。キャプテンのみが簡潔に行う。 

・ ゴール前の円陣は会話を最小限にして手短にすますこと。 

・ 飲水ボトル、タオルは共用しない。 

・ ベンチからの大声出しの禁止。  

・ ベンチでの選手の待機は着席すること。   (日ア連のコロナ対策指導です)   

・ チームスタッフはマスク着用のこと。 (不織布マスクに限る)   

・ 選手はパックをひろう必要はありません。 レフェリーにまかせる。 

 

試合後 

・試合終了後、ベンチ、更衣スペースにゴミは残さず必ず持ち帰ること。これまで以上に注意 

すること。ペットボトル等の置き忘れに注意 

 ・リンク建物内で集合してのミーティングの禁止。  

  

オフィシャル 

・ 必要にして最小限の人数にて通常どおり行う。 

・ 全員マスク着用。  (不織布マスクに限る) 

・ 会話は必要最小限にしてください。 本部席に密集しないよう適度に距離をとって任務を遂行する。 

・ 連盟室には用具の準備、ゲームシート作成等必要な人数しか入室しないこと。 

 

レフェリー 

 ・試合レフェリングは通常どおり行います。 

 ・マスク、マウスシールド、ホイッスル、電子ホイッスル等の使用についてはレフェリー委員会からの指示に 

  したがってください。 

 ・更衣は通常どおりレフェリー室にてお願いします。 入室は担当レフェリー3 人のみとします。 

パック授受、連絡、ゲームシート確認等の場合担当者は入室せずにドアノック後室外にてやりとりする。 

 

その他 

 ・大会関係者に新型コロナ感染症が発生した場合 (大会に無関係であっても) 遅滞なく連盟に報告すること。 

 ・大会関係者に新型コロナ感染症が発生した場合、その程度により試合の中止、大会の中断、大会の打ち切り 

  を行う場合がある。 

 ・再び社会情勢が悪化した場合、状況により大会の中止、打ち切りを行う場合がある。 

 

以上、最低限の規則を快く守って、スムーズに試合を楽しんでいただけることを期待しています。 

 もし、守れない場合、スーパーバイザー、レフェリーあるいは連盟役員の判断で退場していただく 

 場合があります。 


